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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)

【公開番号】特開2009-116324(P2009-116324A)
【公開日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2009-021
【出願番号】特願2008-264979(P2008-264979)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｇ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３９０Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月15日(2011.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画素と、第２の画素と、第３の画素と、を有し、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第１の端子、前記第２の画素が有する第
１のトランジスタの第１の端子、及び前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第１
の端子はそれぞれ、第１の配線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第２のトランジスタのゲート、前記第３の画素が有する第１の
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トランジスタのゲート、及び前記第３の画素が有する第２のトランジスタのゲートはそれ
ぞれ、第２の配線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタのゲート、前記第２の画素が有する第１の
トランジスタのゲート、及び前記第２の画素が有する第２のトランジスタのゲートはそれ
ぞれ、第３の配線に電気的に接続されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１の画素が有する表示素子、前記第２の画素が有する表示素子、及び前記第３の
画素が有する表示素子はそれぞれ 、液晶素子であることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　第１の画素と、第２の画素と、第３の画素と、を有し、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第１の端子、前記第２の画素が有する第
１のトランジスタの第１の端子、及び前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第１
の端子はそれぞれ、第１の配線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
第３のトランジスタのゲートに電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
第３のトランジスタのゲートに電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
第３のトランジスタのゲートに電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第３のトランジスタの第１の端子は、前記第１の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第３のトランジスタの第１の端子は、前記第２の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第３のトランジスタの第１の端子は、前記第３の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第２のトランジスタのゲート、前記第３の画素が有する第１の
トランジスタのゲート、及び前記第３の画素が有する第２のトランジスタのゲートはそれ
ぞれ、第２の配線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタのゲート、前記第２の画素が有する第１の
トランジスタのゲート、及び前記第２の画素が有する第２のトランジスタのゲートはそれ
ぞれ、第３の配線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第３のトランジスタの第２の端子、前記第２の画素が有する第
３のトランジスタの第２の端子、及び前記第３の画素が有する第３のトランジスタの第２
の端子はそれぞれ、第４の配線に電気的に接続されることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記第１の画素が有する表示素子、前記第２の画素が有する表示素子、及び前記第３の
画素が有する表示素子はそれぞれ 、発光素子であることを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素によって、複数の色要素を表現
することを特徴とする表示装置。
【請求項６】



(3) JP 2009-116324 A5 2011.11.10

　請求項５において、
　前記色要素とは、赤、緑、及び青であることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項５において、
　前記色要素は、シアン、マゼンダ、及びイエローであることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素を含む複数の画素は、ストライ
プ状またはデルタ状に配列していることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一に記載の表示装置を具備することを特徴とする電子
機器。
【請求項１０】
　第１の画素、第２の画素、及び第３の画素を含む複数の画素を有する表示装置の駆動方
法であって、
　第１の期間において、前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素に信号線
から第１のデータを供給し、
　第２の期間において、前記第２の画素に前記信号線から第２のデータを供給し、且つ、
前記第１の画素及び前記第３の画素には前記第２のデータを供給せず、
　第３の期間において、前記第３の画素に前記信号線から第３のデータを供給し、且つ、
前記第１の画素及び前記第２の画素には前記第３のデータを供給しないことを特徴とする
表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素はそれぞれ、表示素子と、前記
信号線と前記表示素子との間に直列に電気的に接続された第１のトランジスタ及び第２の
トランジスタと、を有し、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素のそれぞれにおいて、前記第１
のデータは、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタを介して前記表示素子
に供給され、
　前記第２の画素において、前記第１のデータ及び前記第２のデータは、前記第１のトラ
ンジスタ及び前記第２のトランジスタを介して前記表示素子に供給され、
　前記第３の画素において、前記第１のデータ及び前記第３のデータは、前記第１のトラ
ンジスタ及び前記第２のトランジスタを介して前記表示素子に供給されることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　前記表示素子は、液晶素子であることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　第１の画素、第２の画素、及び第３の画素を含む複数の画素を有する表示装置の駆動方
法であって、
　第１の期間において、前記第１の画素が有する第１のトランジスタ、前記第１の画素が
有する第２のトランジスタ、前記第２の画素が有する第１のトランジスタ、前記第２の画
素が有する第２のトランジスタ、前記第３の画素が有する第１のトランジスタ、及び前記
第３の画素が有する第２のトランジスタをそれぞれ、オン状態とし、
　第２の期間において、前記第１の画素が有する第１のトランジスタ、前記第２の画素が
有する第１のトランジスタ、及び前記第２の画素が有する第２のトランジスタをそれぞれ
、オン状態とし、且つ前記第１の画素が有する第２のトランジスタ、前記第３の画素が有
する第１のトランジスタ、及び前記第３の画素が有する第２のトランジスタをそれぞれ、
オフ状態とし、
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　第３の期間において、前記第１の画素が有する第２のトランジスタ、前記第３の画素が
有する第１のトランジスタ、及び前記第３の画素が有する第２のトランジスタをそれぞれ
、オン状態とし、且つ前記第１の画素が有する第１のトランジスタ、前記第２の画素が有
する第１のトランジスタ、及び前記第２の画素が有する第２のトランジスタをそれぞれ、
オフ状態とし、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第１の端子、前記第２の画素が有する第
１のトランジスタの第１の端子、及び前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第１
の端子はそれぞれ、信号線に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第１のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
第２のトランジスタの第１の端子に電気的に接続され、
　前記第１の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第１の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第２の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第２の画素が有する
表示素子に電気的に接続され、
　前記第３の画素が有する第２のトランジスタの第２の端子は、前記第３の画素が有する
表示素子に電気的に接続されることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　請求項１３において、　　　　
　前記第１の画素が有する表示素子、前記第２の画素が有する表示素子、及び前記第３の
画素が有する表示素子はそれぞれ 、液晶素子であることを特徴とする表示装置の駆動方
法。
【請求項１５】
　請求項１０乃至請求項１４のいずれか一において、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素によって、複数の色要素を表現
することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　請求項１５において、
　前記色要素とは、赤、緑、及び青であることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　請求項１５において、
　前記色要素は、シアン、マゼンダ、及びイエローであることを特徴とする表示装置の駆
動方法。
【請求項１８】
　請求項１０乃至請求項１６のいずれか一において、
　前記第１の画素、前記第２の画素、及び前記第３の画素を含む複数の画素は、ストライ
プ状またはデルタ状に配列していることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　請求項１０乃至請求項１６のいずれか一において、
　前記表示装置は、Ｍ本の走査線を有し、
　前記第１の期間、前記第２の期間、及び前記第３の期間のそれぞれは、１／１８０Ｍ秒
以下であることを特徴とする表示装置の駆動方法。　
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